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千葉市立郷土博物館主催 

「政令市移行 30周年記念、令和 4年度特別展 

我、関東の将軍にならん 

―小弓公方足利義明と戦国期の千葉氏―」見学メモ（その 3） 

2023.3.28  森 雅城 

 

 今回は、標記特別展紹介の 3回目（最終回）として、「第 5章 復活の公方家

―その後の小弓
お ゆ み

公方家
く ぼ う け

と喜連川家
き つ れ が わ け

の成立」、「第 6章 現代（いま）を駆ける―連

綿と続く足利家
あしかがけ

の血脈
けつみゃく

」、そして「終章 総括―『小弓公方足利義明』が千葉市

域と関東にもたらしたもの」について、内容を紹介させて頂きます。 

1. 関東における唯一の公方、即ち「関東の将軍」になろうとした小弓公方足利 

 義明は天文 7 年（1538）、北条氏との戦い、即ち第一次国府台合戦に於いて、

戦術的な失敗とその内部に抱える問題点（支える領主層の内紛による戦力の

低下など）により滅亡します。 

2. しかし、その後、北条氏を滅ぼし、天下を取った豊臣秀吉により辛うじて生 

き残った小弓公方家の子孫は、古河公方家と合体することとなり、その血脈は 

、江戸時代喜連川藩として存続することとなります。 

3. その後、喜連川家は、足利名に復姓しますが、現代に至るまで、血脈は存続 

しています。今回は、その内容と共に本展においては、終章で、小弓公方足利

義明が関東戦国史に残した歴史的な意義についても論じているので、それら

も併せて紹介します。 

4. なお、本展全体の理解を補う意味で今回も関連する年表を作成いたしました。 

これも別途添付しましたので、併せて参考にして頂くと幸いです。今回の年表

は「中世、房総・流山の略年表」とし、「ふるさと流山のあゆみ」などによる

ものです。万一、間違っている箇所などがありましたら、ご指摘頂けると大変

有難いです。 

                      

 

 

 

 

 

 
小弓公方家に関わる女性たち（本文第 6 章参照） 
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5. また、繰り返しになりますが、会場での写真撮影は禁止されているところな

ので、本報告メモの取り扱いには、十分注意をお願いいたします。 

第 5 章 復活の公方家―その後の小弓
お ゆ み

公方家
く ぼ う け

と喜連川家
き つ れ が わ け

の成立 

パネル 1.（下記写真の文面は、やや不鮮明なため、別添「小弓公方展、第 5，6章追加資

料集」 P.1も参照願います。） 

  



 

- 3 - 

 

パネル 2.「国重要文化財 石堂寺
いしどうじ

本堂
ほんどう

」「同 石堂寺多宝塔
たほうとう

」 パネル 3.「臼井
う す い

城跡
じょうあと

」 

（同上説明文の拡大） 

 

  

（同上説明文の拡大） 
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パネル 4. 豊臣
とよとみ

秀
ひで

吉
よし

朱印状
しゅいんじょう

 

（同左説明文の拡大） 

（同左説明文の拡大） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パネル 5.「さくら市指定文化

財 喜連川藩主足利家歴代

墓所」 
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第 6 章 現代（いま）を駆ける―連綿と続く足利
あしかが

氏
し

の血脈
けつみゃく

― 

パネル 1. 

（イラスト：尾野） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記説明文及びその他の資料については別添「第 5.・6章追加資料集」を参照願います。 

イラスト「小弓公方家に関わる女性たち 青
せい

岳
がく

尼
に

、足利
あしかが

島子
しまこ

 足利
あしかが

氏
うじ

姫
ひめ
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終章 総括―「小弓
お ゆ み

公方
く ぼ う

足利
あしかが

義
よし

明
あき

」が千葉市域と関東にもたらしたもの 
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（おわりに） 

1. 昨年、10月 18日～12月 11日に開催された千葉市立郷土博物館主催の「政 

令市移行 30周年記念 令和 4年度特別展 我、関東の将軍にならん―小弓公

方足利義明と戦国期の千葉氏―」について、内容量が大であったため、3回に

わたって、紹介してきました。 

 

2. 私としては、今までこのような博物館主催の展示会を見る機会は、多くは 

ありません。今回は、小弓公方足利義明という一人の人物に焦点を当てた特別

展であり、博物館側からの話によると、このような展示会は、今まで皆無であ

ったのではないかということです。 

 

3. それは、足利義明に関する資料の少なさなどによるものであろうと思われま 

す。今回の特別展は、そういう意味では大変貴重な機会であったと思われると

共に、主催者が足利義明に関する資料を丹念に掘り起こし、先学の研究成果に

大きく拠ると言いながらも、一方では小弓公方足利義明の関東戦国史におけ

る歴史的意義にまで言及したことは、従来の研究を一歩進めたように感じま

した。 

 

4. 最後になりますが、私からみて内容量が豊富な本展を紹介するに当たって、

できるだけ会員の皆様と情報を共有したいとの思いが強くなりすぎたこと、

同時に日ごろからの勉強不足や表現力の拙劣さなどが加わり報告メモが、思

いかけず従来には無い分量になってしまったこと、その結果、本展の内容を要

領よく十分に紹介し得なかったことに対して、深く反省をし、お詫び申し上げ

る次第です。 

以上 

 

 

 

 


